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Abstract 
⾷分光による晩期型星周りでの地球型惑星の⼤気分光の実現には、10 万分の 1
の分光測光精度が要求される。しかし、汎⽤の分光装置では、望遠鏡の姿勢擾乱
および検出器の安定性により、百万分の⼀程度に留まる。私たちは、瞳分光と呼
ばれる超⾼安定分光装置を考案し、光学系および検出器の安定性を⼤幅に改善
することで、百万分の⼀の分光測光精度を実現する⾒通しを得た。本講演では、
本⽅式の瞳分光装置とその性能について述べ、2020 年代の US Decadal Survey
に向けた NASA Ames Research Center で試験する装置を紹介する。 
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